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福
祉
避
難
所
の
整
備
状
況

　

５
月
号
に
続
い
て
、
福
祉
避
難
所
の
整
備
を
訴
え

た
い
。（
一
財
）日
本
防
火
・
危
機
管
理
促
進
協
会
は
、

令
和
３
年
度
に
福
祉
避
難
所
の
現
状
に
つ
い
て
調
査

を
行
い
、
全
国
の
１
７
４
１
市
区
町
村
の
う
ち
５
６
０

市
区
町
村
か
ら
回
答
を
得
た（
回
収
率
32
・
２
％
）。

　

主
な
結
果
は
、
図
の
と
お
り
、
福
祉
避
難
所
ご
と

に
個
別
の
開
設
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い

る
市
区
町
村
は
15
・
５
％
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
っ
て

訓
練
を
し
て
い
る
の
が
15
％
、
必
要
な
資
機
材
、
水
、

ト
イ
レ
、
食
糧
な
ど
を
備
蓄
し
て
い
る
の
が
29
・
３
％

で
あ
っ
た
。

　

８
割
以
上
の
福
祉
避
難
所
が
、
個
別
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
て
お
ら
ず
、
訓
練
も
し
て
い
な
い
。
こ

れ
で
は
、
高
齢
者
等
避
難
の
発
令
時
や
、
災
害
直
後

の
福
祉
避
難
所
の
開
設
は
と
て
も
で
き
な
い
。

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
も
、
い
っ
た
ん
は
学
校
な
ど

の
指
定
避
難
所
に
行
け
ば
よ
い
と
考
え
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
例
え
ば
認
知
症
高
齢
者
、
精
神
障
が
い
者
、

自
閉
症
な
ど
の
障
が
い
児
お
よ
び
そ
の
家
族
な
ど

は
、
大
勢
の
人
が
い
る
避
難
所
に
は
と
て
も
行
け
な

い
。
そ
の
結
果
、
最
悪
の
場
合
、
要
配
慮
者
が
避
難

を
躊ち
ゅ
う
ち
ょ躇し

て
逃
げ
遅
れ
た
り
、
困
難
な
避
難
生
活
で

の
関
連
死
に
つ
な
が
っ
た
り
す
る
。

　

国
は
、
２
０
２
１
年
５
月
に
福
祉
避
難
所
の
確

保
、
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
定
し
、「
要
配
慮
者

が
日
頃
か
ら
利
用
し
て
い
る
施
設
へ
直
接
の
避
難
を

促
進
す
る
」と
し
て
い
る
。

　

本
記
事
を
ご
覧
の
首
長
や
危
機
管
理
監
に
は
、
ぜ

ひ
福
祉
避
難
所
担
当
に
実
情
を
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

福
祉
避
難
所
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と 

マ
ニ
ュ
ア
ル

　

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
災
害
時
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
い
う
性
格
上
、
簡
素
に
書

か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
避
難
者
の
受
付
に
つ
い
て

は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

〇  

受
付
時
に
体
調
や
感
染
症
に
つ
い
て
聞
き
取
り
、

適
切
な
避
難
ス
ペ
ー
ス
に
案
内
す
る
。
こ
の
た

め
、
施
設
の
管
理
（
所
有
）
者
と
調
整
し
、
感
染

症
対
策
も
考
慮
し
た
、
避
難
所
内
の
空
間
配
置

図
、
レ
イ
ア
ウ
ト
図
な
ど
の
施
設
の
利
用
計
画

を
あ
ら
か
じ
め
作
成
す
る
こ
と
。

福
祉
避
難
所
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
を

跡
見
学
園
女
子
大
学
教
授　
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し
か
し
、
現
場
で
は
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン
タ
ク
ト
と

な
る
受
付
が
非
常
に
重
要
で
、
こ
こ
で
混
乱
す
る
と

施
設
管
理
者
と
避
難
者
の
信
頼
関
係
が
つ
く
り
に
く

く
な
る
。（
一
社
）
福
祉
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
が

実
施
す
る
研
修
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
以
下
の
よ
う
に

丁
寧
に
書
か
れ
て
い
る
。

（
４
）受
付
開
始

　

 　

受
付
は
、
避
難
者
と
福
祉
施
設
職
員
の
初
め
て

の
出
会
い
の
場
で
す
。
避
難
者
は
大
き
な
不
安
を

抱
え
な
が
ら
来
て
い
ま
す
の
で
、
落
ち
着
い
て
対

応
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

□ 

一
般
避
難
者
に
は
原
則
と
し
て
小
中
学
校
な
ど

の
避
難
所
に
行
く
よ
う
に
要
請
し
ま
す
。

　
　

 （
一
時
的
な
滞
在
を
許
可
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

　

□ 

避
難
者
カ
ー
ド
に
よ
る
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

□ 

多
数
の
避
難
者
が
い
る
と
き
や
受
付
ス
タ
ッ
フ

が
少
な
い
と
き
は
、
名
前
を
聞
き
取
っ
て
吊
り

下
げ
名
札
に
カ
タ
カ
ナ
で
名
前
を
書
い
て
、
首

に
か
け
て
も
ら
い
ま
す
。

　

※ 

避
難
者
に「
避
難
者
カ
ー
ド
」を
記
載
し
て
も
ら

い
ま
す
が
、
難
し
い
場
合
は
施
設
職
員
が
聞
き

取
り
を
し
な
が
ら
記
入
し
ま
す
。

　

※ 

名
簿
作
成
時
に
は
、
特
別
な
食
事
へ
の
配
慮

（
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
、
乳
幼
児
で
ミ
ル
ク
や

離
乳
食
が
必
要
な
ど
）、
医
療
的
な
配
慮
・
介

助
が
必
要
か
否
か
、
持
病
、
障
が
い
、
常
用
薬

な
ど
を
可
能
な
限
り
申
告
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

※ 

避
難
者
の
安
否
照
会
、
食
料
や
物
資
の
数
量

は
、
避
難
者
名
簿
の
避
難
者
数
を
基
に
行
う
の

で
、
非
常
に
重
要
で
す
。

　

※ 

福
祉
避
難
所
の
専
有
面
積
は
、
一
坪（
３
・３
㎡
）

あ
た
り
１
名
の
た
め
、「
毛
布
の
幅
」を
目
安
に

１
名
の
占
有
場
所
と
し
ま
す
。
家
族
等
同
行
者

用
ス
ペ
ー
ス
に
も
配
慮
し
ま
す
。
な
お
、
コ
ロ

ナ
禍
等
感
染
症
流
行
期
に
お
い
て
は
４
㎡
以
上

を
目
安
と
し
ま
す
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
無
償
提
供

　
（
一
社
）福
祉
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
は
、
こ
の

「
福
祉
避
難
所
開
設
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル（
ひ
な
型
）」

を
無
償
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
区
町
村
で
必
要

な
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
同
様
の
た
め
、
そ
の
様
式
集
も

提
供
す
る
。
こ
れ
は
（
一
財
）
消
防
防
災
科
学
セ
ン

タ
ー
の
委
託
を
受
け
て
、
の
べ
15
県
で
実
施
し
て
き

た
研
修
資
料
で
あ
る
。
な
お
、
本
年
度
も
７
県
で
実

施
す
る
。

　

出
水
期
に
当
た
り
、
市
区
町
村
や
福
祉
避
難
所
、

関
係
団
体
は
、
ぜ
ひ
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
入
手
し
、
要
配

慮
の
避
難
者
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
て
い
た
だ
き
た

い
。
私
た
ち
が
わ
ず
か
で
も
貢
献
で
き
る
な
ら
ば
、

こ
の
上
な
く
誇
り
に
思
う
。

福
祉
避
難
所
開
設
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
先
の
リ
ン
ク

https://fukushi-bousai.jp/m
anual.htm
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